別記様式第１号（第２条、第７条関係）
　　　　年　　　月　　　日　

周南市シビック交流センター使用許可申請書（兼減免申請書）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（宛先）周南市長　
（申 請 者）　住所（所在地）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人又は団体名）
氏名（代表者名）　　　　　　　　　
（使用責任者）氏名　
連絡先　

交流室を使用したいので、周南市シビック交流センター条例施行規則第２条第１項の規定により、次のとおり申請します。

	使用日時
	年　　　月　　　日　　　　午前・午後　　　時から
年　　　月　　　日　　　　午前・午後　　　時まで

	使用を希望する
交流室
	（大会議室）　□ 交流室１
（小会議室）　□ 交流室２　　□ 交流室３　　□ 交流室４　　□ 交流室５
（中会議室）　□ 交流室６　　□ 交流室７

	使用の内容
	行事名称
	

	
	行事内容
	

	
	使用予定人数
	　　　　　　　人
	営利目的
	□有　　□無

	
	映像音響使用
	□有　　□無
	入場料等
	□有　　□無

	
	
	
	物品販売
	□有　　□無


 
※　以下は、減免を申請される方のみ記入してください。
　
周南市シビック交流センター条例施行規則第７条第４項の規定により、使用料の減免を申請します。
【理由】
	１　免除
□　市（行政委員会、市が設置する附属機関等を含む。以下同じ。）が主催又は共催するとき。
□　市内の 幼稚園、保育所、 認定こども園その他の就学前の子どもに関する教育・保育施設に通園又は通所している者 により組織された団体が、保育又は教育目的で使用するとき。
□　市内の学校（学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条に規定する学校をいう。ただし、大学（短期大学を含む。以下同じ。）及び高等専門学校（第４学年、第５学年及び専攻科に限る。以下同じ。）は除く。）に通学している者により組織された団体が、教育目的で使用するとき。
□　市内の社会福祉施設に入所又は通所している者により組織された団体が、保育又は教育目的で使用するとき。
２　50％減額
□　市以外の官公庁が行政目的で使用するとき。
□　市内の大学及び高等専門学校が施設の設置目的に沿って使用するとき。
□　市内の公共的団体等が施設の設置目的に沿って使用するとき。
３　30％減額
□　市が後援するとき。
４　上記□のいずれにも該当しない場合
□　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〔　□ 免除　　□ 減額（　　　　％）〕


※　該当する理由に☑をし、減免対象となることを証する書面等を添付してください。（市の共催・後援名義使用の承認を受けている場合は、承認通知書の写し等を添付してください。） 

